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外壁タイルの

に優れた外壁タイル張り工法が求められていました。
 
本工法は、ポリプロピレン⻑繊維をポリエチレン基布にニードルパンチで植え込ん

だ繊維植込みシート（写真
ンクリートを打ち込み、コンクリート表面に繊維を植え込み（写真
アンカー効果（図１）によりタイル張付けモルタルの剥落を防止する工法です。

 
本工法では、コンクリート躯体表面に植え込まれた繊

層あるいは不陸調整材と
イルを含む張付け材料の自重に対して容易には剥落しない状態を構築できます。このよ
うに、コンクリート躯体表面に施されたタイルを含む張付け材料の剥落を防止
が本工法の特⻑です。
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（左：試験状況 右：最大荷重後にタイルを約

写真 6 

タイル張り前のコンクリート

図１ 繊維植込み工法における剥落防止概念図

繰り返し軸ひずみ追従試験

右：最大荷重後にタイルを約

  せん断接着試験後のタイルを持ち上げた状況
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